
研究タイトル
M&Aとアライアンスの関係性の比較研究

～VWグループとルノー・日産・三菱アライアンスのケーススタディ～

研究背景
父がポルシェを買って、ポルシェとポル
シェの会社について興味を持った。会社に
ついて調べていくと2000年代に入ってフォ
ルクスワーゲンとのM&Aについて知った。
そこから自動車会社のM&Aについて研究
しようと思った。淵本教授の論文を読んで
ルノー・日産・三菱アライアンスのM&Aに
ついても知った。そこからKJ法でタイトル及
びサブタイトルを思いついた。

先行研究
1. 淵本康方（2002）「M&A 成功の条件の研

究」『共栄大学研究論集　創刊号』、106 - 
18。

リサーチクエスチョン
自動車グループのM&Aかアライアンスの
どちらの方が事業が成功するのか

研究方法
1. VWグループのM&Aの図解化
2. ルノー・日産・三菱アライアンスの図解化
3. 両社のM&A orアライアンスの目的が同

じなのか違うのかを調べる
4. 成功か失敗かを調べるために収益の変

化とサービス拡大について調べる
5. 自動車グループM&Aかアライアンスのど

ちらの方が事業が成功するのかを考察
する

結果

考察・まとめ
ルノー・日産・三菱アライアンスは、三菱自動車以外
は黒字になっていて、三菱自動車だけが、短期的に
は黒字になっているが、長期的に見ると赤字となって
いる。Volkswagenグループは、AudiとBentley以外の
PorscheとVolkswagenは黒字となっている。各会社
の株式(AudiとBentley以外)の20年の株価の変化を
調べると、M&Aもアライアンスも成功しやすいとわ
かった。
このことから、あまりの大事件がない限りは M&Aとア
ライアンス、どちらとも成功する可能性が高いと考え
られる。

今後の課題
● なぜ三菱自動車だけが短期的に黒字

で、長期的に赤字なのかを調べること。
● 自動車以外の会社もこの研究に取り入

れること。
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※ ％は持株比率を表す。



日産の業績の変化

日産の売上は、ルノーとの提携（ 1999年度）の2年
後から急激に伸び始め、サブプライムショック前の
2007年度には10兆円を突破。   一時は大きく売上
を下げたものの再び盛り返し、直近では 12兆円。
提携時の2倍まで規模を拡大しています。

圧巻なのは販売台数の変化です。   ルノーとの提
携時には年間253万台という規模だったのが、
2017年度には577万台と倍以上に拡大。   中でも中
国と北米の成長はめざましく、一方で日本は年間
58万台程度と減少しています。



ルノーの売り上げ



三菱の業績

三菱自動車は5月9日、2017年3月期（2016年4月～2017年3月）の連結決算を発表した。

それによると、売上高1兆9066億円（前年同期比－15.9％）、営業利益51億円（－96.3％）、経常利

益89億円（－93.7％）、最終赤字は1985億円（前年同期は725億円の黒字）。同社の最終赤字は

2010年3月期以来、7期ぶり。

営業利益は、上期時点の損失 316億円を下期に打ち返し、通期で 51億円の黒字を確保。純利益は、

上期までの燃費不正問題影響が大きく 1985億円の赤字となったものの、下期単独では 211億円の黒

字に転換している。

当期の販売台数は92万6000台（－12％）。日本では下期に回復してきたものの、燃費不正問題の影

響による大きな落ち込みを挽回するには至らず 8万台（－22％）にとどまった。北米は 13万8000台
（＋2％）、欧州は17万9000台（－13％）、アジアは31万5000台（－2％）、その他地域は21万4000台
（－24％）だった。

2017年度のグローバル販売台数は、世界戦略車『エクリプス  クロス』やインドネシア生産の小型クロ

スオーバーMPV投入などによる拡販を織り込み、 11％増の102万9000台を計画。今期の業績見通し

は、売上高2兆円（＋4.9％）、営業利益700億円（＋649億円）、経常利益790億円（＋701億円）、最

終損益は680億円の黒字（＋2665億円）とした。

日産自動車株式会社（本社 :神奈川県横浜市西区、社長 :カルロス ゴーン）と三菱自動車工業株式会

社（本社：東京都港区、会長：益子  修）は12日（2016年5月12日）、両社による幅広い戦略的アライア

ンスに関する覚書を締結したことを発表しました。三菱自動車の発行済み株式 34％を、日産自動車

が2,370億円で取得する予定です。

両社の戦略的アライアンスは、過去 5年間に亘り、協力を続けてきた現行のパートナーシップを更に

発展させるものです。

日産と三菱自動車はまた、購買、車両プラットフォームの共用、新技術の開発分担、生産拠点の共

用、および成長市場を含む、複数の面で協力することにも合意しました。
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